


  

エンゲル係数「３０％」目前、食費高騰が家計にずしり
…日本人の豊かさは後退しているのか  
讀賣新聞オンライン  2024/11/20武田泰介  

 食料費が家計の消費支出に占める割合、いわゆる「エンゲル係数」の上昇が目立ってきた。２０

２４年７～９月期は２９％超と節目の３割に迫り、通年でも約４０年ぶりの高水準だ。物価上
昇に伴い食料品の価格が上がっているのが主因だが、理由はそれだけではない。・・・ 

 身近な食材の値上がりは家計にずしりと響く。総務省の家計調査（２人以上の世帯）によると、
２０２４年７～９月期の１世帯あたりの消費支出は月２９万２１２７円、うち食料は８万５５３４円で、
エンゲル係数は２９．３％まで上昇。２３年平均の２７．８％と比べて１．５ポイント高くなった。２３
年通年でも約４０年ぶりの高い水準に達している。 
 実質賃金が伸び悩む中、食品の高騰が急ピッチで進んでいることが大きい。 

・・・気がかりなのは、年金暮らしの高齢者や収入が比較的低い世帯の負担感がより重いことだ。
日本銀行の「生活意識に関するアンケート調査」（９月）によると、１年前に比べて物価に対する実
感が「かなり上がった」「少し上がった」と答えた人の割合は合わせて９４．７％で、高い水準が続
いている。 

求人の落ち込みと物価高騰 

寒さが本格的になってきます。来週は12月。時の流れは本当に早いです。 


